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本日は終業式、第１学期が終了しました。（正式には、スポーツの日の前日まで） 

新型コロナウイルス感染症の流行「第７波」は、全国的には収束に向かってい

るようですが、終業式は、近隣の状況などを鑑み、Zoom によるオンラインで

実施しました。（来週の第２学期始業式もオンライン） 

このように依然としてコロナ禍は続いておりますが、今学期は多くの教育活

動が概ね計画どおりに実施できました。創立記念行事の写生会、運動会、３年修

学旅行、１年校外学習、少々内容は変わりましたが２年マイ・チャレンジなどの

学校行事、そして春と夏の運動部活動の大会と市学校音楽祭（吹奏楽部）などで

十分な成果を得ることができました。生徒たちが毎日の学習や、部活動、生徒会

活動などに熱心に取り組む姿が見られ、大変うれしく思います。 

さて、２学期早々には、運動部活動の市新人体育大会や市駅伝競走大会が開

催され、来月初めには、本格的な開催は３年ぶりとなる群竹祭（学校祭）があり

ます。まだまだコロナ禍の心配は続きますが、学習への取組も含め、生徒たちの

より一層の活躍を期待しています。 

◇通信票について 

本日は、生徒それぞれに通信票が渡されました。通

信票は、学級担任や教科担任が、学習状況を記録した

資料を何度も見直したり、話し合ったりしながら、評

定を付け、コメントを書いたものです。テストの点数、

授業中の取組状況、毎日の生活の様子など、多くの目

で、様々な面から見て出した客観的な評価です。 

ぜひ、通信票を見ながら、成長が見られた点、どこ

が課題、弱点なのか、お子さんと一緒に今学期を振り

返っていただきたいと思います。 

なお、各教科の成績(評定)については、昨年度と同

様に「知識・技能」「思考・判断・

表現」「主体的に学習に取り組む態

度」の３つの観点別に A・B・C の

３段階で評価し、その総括を評定

として５～１で表します。 

各観点の詳細は通信票に説明が

ありますので、ご確認ください。 



<文部科学省資料から一部加筆> 

お子さんが学校で学んだことについて、ご家庭で、ぜひ話してみてください 

保護者の皆様の働きかけが、子供たちの「生きる力」を育む大きな原動力に

なります。保護者の働きかけがある子供の学力は高いという傾向があります。 

例えば・・・ 

□学校や友達のこと、地域や社会の出来事など家庭での会話が多い。  

□テレビ・ビデオ・ＤＶＤ・ネット動画を見る時間などのルールを決めている。  

□テレビゲーム（パソコン、スマートフォン等を使ったゲームを含む）をする時

間を限定している。 

□子供に本や新聞を読むようにすすめている。  

□子供に最後までやり抜くことの大切さを伝えている。  

□自分の考えをしっかり伝えられるようになることを重視している。 

□地域や社会に貢献するなど人の役に立つ人間になることを重視している。  

◇国体ラグビー観覧 

「いちご一会とちぎ国体」が先週末から始まりま

した。佐野市はラグビーフットボールとバレーボー

ルの会場となり、市内中学校の全生徒は佐野市運動

公園で開催されたラグビーフットボールの試合を

観覧する機会をいただきました。 

本校は、10 月３日(月)に１・３年生が少年男子

の試合、10 月５日(水)に２年生が成年女子の試合

をそれぞれ観覧しました。 

42 年ぶりの栃木県開催の国体です。少年男子、

成年女子共に各都道府県を代表する選手による迫

力ある試合が観覧でき、大会の名称「いちご一会」

同様に、今回しか経験できない「一期一会」の体験

となりました。 

なお、日程の関係でバレーボールの観覧はありませんが、本校男子バレーボ

ール部員が、今週末にアリーナたぬまで開催される男子バレーボールの競技補

助員として活動します。 

御 礼 

令和４年度第１学期を無事終了することができました。保護者の皆様、地域

の皆様には、本校教育活動の充実のために様々な場面でご支援、ご協力をいた

だき、深く感謝申し上げます。 

２学期も職員一同、本校生徒一人一人の健やかな成長とよりよい自己実現を

目指し、教育活動を充実させる所存ですので、引き続きご支援、ご協力をよろし

くお願いいたします。 


